
　
　
　

市
の
健
康
推
進
の
中
核
で

あ
る
健
幸
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
に
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
導
入
し
て
拡
大

推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
の
形
で

内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

無
料
バ
ス
の
日
の
成
果
と

評
価
は
。

　
　
　
　

約
２
５
０
０
名
の
方
が

利
用
。
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
９

割
以
上
の
方
か
ら
前
向
き
な
声
を

頂
き
、
バ
ス
利
用
の
理
解
が
深
ま

り
、
目
的
通
り
の
成
果
が
あ
っ
た

と
評
価
し
て
い
る
。

　
　
　

バ
ス
交
通
網
維
持
・
利
便

性
向
上
に
、
バ
ス
近
接
案
内
表
示

シ
ス
テ
ム
の
設
置
や
、
子
ど
も
向

け
乗
り
放
題
パ
ス
ポ
ー
ト
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

無
料
バ
ス
の
日
と

併
せ
積
極
的
に
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
議
論
を
重
ね
、
取

り
組
み
を
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　
　
　

小
・
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
導
入
後
の
教
員
や
学
校
間
で

の
連
携
は
。

　
　
　
　
　
　

現
在
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
な
ど
で
研

修
や
研
究
の
計
画
を
進
め
て
い
る
。

活
用
事
例
の
交
流
を
通
し
て
、
各

校
で
の
円
滑
な
導
入
に
努
め
た
い
。

　
　
　

薪
東
沢
公
園
拡
張
整
備
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
　
　
　

既
に
造
成
工
事
を

完
了
し
、
現
在
公
園
内
の
排
水
路

整
備
を
中
心
に
工
事
を
進
め
て
い

る
。
令
和
３
年
度
上
半
期
に
は
公

園
の
整
備
を
完
了
さ
せ
た
い
。

　
　
　

市
道
長
尾
谷
大
欠
線
歩
道

拡
幅
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　

車
道
と
歩
道
の
幅

員
の
見
直
し
に
向
け
た
測
量
・
調

査
・
設
計
を
進
め
て
い
る
。
３
年

度
に
は
工
事
に
着
手
し
た
い
。

健
康
推
進
に
ア
プ
リ
導
入
を

答
市
全
体
で
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

長
田
　
和
也
　
議
員

（ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺 

）

健幸パスポート

　
　
　

介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ

れ
て
20
年
。
い
ま
や
保
険
料
は
高

齢
者
に
と
っ
て
負
担
の
限
界
。
こ

れ
以
上
引
き
上
げ
る
べ
き
で
な
く
、

引
き
下
げ
の
検
討
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
の
増

加
に
伴
い
、
介
護
給
付
費
が
増
大

し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

長
期
的
な
視
点
も
踏
ま
え
、
現
在

の
保
険
料
で
制
度
を
維
持
し
て
い

け
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

中
学
校
給
食
基
本
計
画
案

に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
実
施
方

式
に
関
す
る
も
の
が
45
件
、
建
設

候
補
地
に
関
わ
る
も
の
が
66
件
と

多
い
。
市
民
へ
の
説
明
が
不
足
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の

取
り
組
み
に
お
い
て
も
説
明
会
は

開
催
す
べ
き
。
市
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

初
め
て
公
表
し
た

の
で
、
初
め
て
見
ら
れ
た
と
い
う

の
は
至
極
当
然
。
一
つ
一
つ
の
意

見
に
丁
寧
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　
　

市
長
選
で
、
市
長
は
「
自

校
方
式
が
望
ま
し
い
。
で
も
や
る

に
は
親
子
方
式
じ
ゃ
な
い
か
。」

ま
た
、「
な
ぜ
自
校
方
式
が
い
い

の
か
、
そ
れ
は
災
害
時
の
避
難
所

に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
」
と
言
わ

れ
た
。
考
え
が
変
わ
ら
れ
た
の
か
。

　
　
　
　

何
を
優
先
さ
せ
る
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
、
中
学
校
給

食
を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
を
大

前
提
で
進
め
た
。  

　
　
　

防
賀
川
緑
道
ベ
ン
チ
が
老

朽
化
し
て
い
る
、
点
検
と
整
備
を
。

　
　
　
　
　
　

山
城
北
土
木
事
務

所
に
連
絡
し
、
対
応
を
依
頼
。

　
　
　

新
田
辺
東
住
宅
地
域
の
道

路
整
備
の
進
捗
は
。

　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
１
月
下

旬
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
年
度
内

の
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

介
護
保
険
料
は
負
担
の
限
界

答
現
在
の
保
険
料
で
維
持
検
討

増
富
　
理
津
子
　
議
員

（ 

共 

産 

党 

）

新田辺東住宅の道路

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
。○
本
市
の

特
徴
と
対
策
。○
市
内
業
者
へ
の

影
響
と
対
策
。○
補
助
金
削
減
が

先
で
は
な
く
、
ま
ず
は
市
長
や
議

員
な
ど
の
報
酬
削
減
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　

○
陽
性
判
明

者
の
46
％
が
家
庭
内
感
染
。
家
庭

内
で
の
感
染
予
防
も
必
要
。

　
　
　
　
　
　
　
　

○
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
。
今
後
も
国
・
府

を
参
考
に
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
。

　
　
　
　

○
議
員
の
報
酬
削
減
は

議
会
で
議
論
を
。
市
長
の
給
与
は

今
後
の
情
勢
で
検
討
す
る
。

　
　
　

普
賢
寺
地
域
里
山
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
。○
イ
ノ
シ
シ

な
ど
害
獣
被
害
の
現
状
と
対
策
。

狩
猟
免
許
取
得
・
維
持
に
経
済
的

支
援
を
。○
人
口
減
少
と
高
齢
化

に
よ
り
耕
作
放
棄
地
が
増
加
。
現

状
と
後
継
者
育
成
な
ど
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

○
農
作
物
被

害
は
令
和
元
年
度
で
百
万
円
余
。

主
に
檻
に
よ
る
捕
獲
。
イ
ノ
シ
シ

は
猟
友
会
が
26
頭
捕
獲
。
電
柵
等

防
護
柵
の
設
置
や
補
修
・
増
設
に

は
補
助
が
あ
り
、
農
家
組
合
を
通

じ
て
周
知
。
今
後
は
捕
獲
か
ら
処

理
ま
で
の
一
体
的
な
シ
ス
テ
ム
構

築
が
必
要
で
、
広
域
的
取
り
組
み

と
し
て
府
に
要
望
。○
本
市
の
耕

作
放
棄
地
36
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち

26
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
普
賢
寺
地
域
。

農
業
従
事
者
は
２
０
１
０
年
３
９

７
名
、
２
０
１
５
年
２
７
９
名
。

長
年
の
課
題
で
地
域
で
議
論
し
て

も
ら
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
。

　
　
　

介
護
従
事
者
の
確
保
、
障

が
い
者
を
抱
え
る
ご
家
族
へ
の
心

理
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
所
か
ら

聞
き
取
り
実
施
。
潜
在
介
護
職
の

実
態
も
研
究
す
る
。
地
域
生
活
支

援
拠
点
整
備
事
業
の
中
で
支
援
。

市
長
や
議
員
の
報
酬
削
減
を

答
議
員
報
酬
は
議
会
で
議
論
を

南
部
　
登
志
子
　
議
員

（ 

無 

会 

派 

）

イノシシに荒らされた田畑

　
　
　

コ
ロ
ナ
不
安
が
続
く
中
で
、

特
に
子
ど
も
た
ち
が
暴
力
に
遭
う

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
市

で
も
暴
力
防
止
の
予
防
教
育
を
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　

学
校
で
は
個
性
を

認
め
、
お
互
い
を
大
切
に
す
る
た

め
の
人
権
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　
　

時
代
に
合
わ
せ
て
、
中
学

生
に
も
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
教
育
は
必
要

で
あ
る
。
早
急
に
取
組
む
べ
き
。

　
　
　
　
　
　

道
徳
や
保
健
体
育

の
授
業
や
、
ま
た
ケ
ー
タ
イ
安
全

教
室
の
実
施
の
中
で
学
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　

学
校
教
育
現
場
に

考
え
の
中
心
は
あ
る
。
今
後
、
連

携
を
取
り
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

制
服
の
多
く
は
卒
業
す
る

と
不
要
と
な
っ
て
い
る
。
家
計
応

援
と
ご
み
減
量
化
、
地
球
温
暖
化

へ
の
市
民
啓
発
の
観
点
か
ら
も
京

田
辺
エ
コ
パ
ー
ク
か
ん
な
び
で
の

制
服
リ
ユ
ー
ス
を
提
案
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
も
取
り

扱
っ
て
い
る
が
少
量
と
な
っ
て
い

る
。
各
校
で
デ
ザ
イ
ン
も
異
な
る

こ
と
か
ら
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
取
組
む
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

京
田
辺
市
中
学
校
給
食
基

本
計
画
案
に
は
、
１
６
５
件
も
の

多
く
の
不
安
と
疑
問
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
説
明
が
不
十

分
。
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
る

な
ら
説
明
会
を
開
き
、
市
民
の
声

を
直
接
聞
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

意
見
に
対
す
る
市

の
考
え
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
お
り
、
説
明
会
は
予
定
し

て
い
な
い
が
、
必
要
な
段
階
に
応

じ
て
特
に
関
係
性
の
深
い
関
係
機

関
が
あ
れ
ば
説
明
す
る
予
定
は
し

て
い
る
。

市
民
の
声
を
直
接
聞
く
場
を

答
市
の
考
え
方
は
公
表
し
て
い
る

吉
高
　
裕
佳
子
　
議
員

（ 

市
民
・
女
性
の
会 

）

近隣市の学校給食センター
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